
【募集要項】 

•対 象 者 ：資格審査はありますが､個人､ＮＰＯ､企業､組合等 どなたでも応募可能です。 

•利用制限：伐採した樹木は自由に利用できます。（樹木の採取料は無料です。） 

•伐採場所：桐生市境野町地先の渡良瀬川河川内（写真の赤枠内） 

•応募期間：平成30年9月3日から10月31日まで 

•伐採期間：平成30年12月1日から３ヵ月間 
 
・応募用紙について   当事務所のホームページの「事務所からのお知らせ」を検索 
     コチラ⇒（http://www.ktr.mlit.go.jp/watarase/watarase00361.html） 
         募集要領、留意事項を確認のうえ、応募様式を印刷し必要事項を記入。 
 
・申し込み先   渡良瀬川河川事務所管理課又は桐生・足利・佐野河川出張所へ提出（郵送可）。 
         ホームペ－ジをご覧頂けない方は、応募用紙等を管理課及び上記各出張所で配布しています。    
         ご不明な点等は下記まで。 
・問い合わせ先 
         渡良瀬川河川事務所 管理課 維持係  電話 ０２８４－７３－５５５７ 

伐採場所（群馬県桐生市境野町地先） 

 渡良瀬川河川事務所では、河川管理の支障となっている河川内樹木を、一般の方々に伐採
して頂く「公募型樹木伐採」を試行しています。 
 この取り組みは、伐採していただいた方に、樹木を持ち帰って自由に活用していただくも
ので、平成２５年度から試行を始め、毎年好評を頂いています。 
 広い河川敷で伐採作業をしてみたい、伐採木を有効活用したい方は、無料で申し込みでき
ますので、この機会に是非ご応募してみませんか。 
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渡良瀬川の樹木を伐採・利用して頂ける方を募集します 

    Ｎｏ．１８８ 

    平成30年９月５日 

国土交通省 関東地方整備局  

 渡良瀬川河川事務所 地域広報官 

伐採場所 
（約35,000㎡） 

http://www.ktr.mlit.go.jp/watarase/watarase00361.html


 ８月１９日（日）に桐生川の幸橋と広見橋の間にある「桐生川水辺の楽校」で、「水に親し
む会２０１８」が開催されました。「誰もが安全に川で遊ぼう」と、市民団体の「川づくり
ネットワークきりゅう」が主催、桐生市、桐生自然観察の森、 
当事務所が共催し、今年で1２回目となりました。 
 当日は天候にも恵まれ、家族連れを中心に約300名の方々に 
参加して頂きました。参加した子どもたちは、ピストン釣りや 
川流れ体験、水生昆虫採集など、元気いっぱいに楽しんでいま 
した。渡良瀬川河川事務所では、防災力向上企画展示として、 
カスリーン台風、洪水浸水想定区域図などのパネル展示を行い 
ました。 
 
 ９月９日（日）には、渡良瀬川・松原橋公園の水辺の楽校で 
「水辺で遊ぼう２０１８」が開催されます。皆さまお誘いの上 
お出かけ下さい。お待ちしております。               

水生生物昆虫採集 川流れ体験 ピストン釣り 

カワムツ 

桐生川で捕れた魚 

ザリガニ、サワガニ 

水生生物観察・解説 昆虫観察・解説 かき氷無料配布 

桐生川で「第12回水に親しむ会2018」を開催 

２ （担当：調査課） 

オイカワ 

当事務所のパネル展示 

全景 



上流から流れてきた巨石 被災された方への聞き取り調査 

平成30年7月豪雨の被災地へ職員を派遣しました 
TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊） 

【岡山県新見市・倉敷市での活動状況】 

住宅へ土砂が流入 土砂崩れの幅等を計測 

【広島県三原市での活動状況】 

（担当：工務課） 

 被災地での災害復旧活動を支援するため、渡良瀬川河川事務所からも中国地方整備局管内へ
TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）として、３名の職員を派遣しました。 
 TEC-FORCEは、平成２０年の創設以来、平成２３年東日本大震災や平成27年9月関東・東北
豪雨災害、平成28年熊本地震などの大規模な自然災害等に対して、のべ７万人を超える隊員を被
災地に派遣しています。 

 7月13日(金)～7月19日(木)に岡山県新見市・倉敷市の土砂崩れ等を調査するため、砂防班
（日光砂防事務所職員3名＋渡良瀬川河川事務所職員1名）として職員を派遣しました。 

 7月18日(水)～7月25日(水)に広島県三原市へ、上記と同じく砂防班（高崎河川国道事務所
職員２名＋渡良瀬川河川事務所職員２名）として職員を派遣しました。 

           ・自治体からの支援ニーズを把握 
           ・二次災害の防止や円滑かつ迅速な応急復旧のための被災状況調査 
           ・災害対策用機械による応急対策及び技術的助言等 

テックフォース 

TEC-FORCEの 
活動内容 

３ 



  紙面についてのご意見やご感想をお待ちしています。パソコンからは渡良瀬川河川事務所ホームページの「お問
い合わせ」から投稿していただけます。電話・ＦＡＸは下記番号へ、郵便の場合は下記住所「渡良瀬川河川事務所 
地域広報官」あてでお願いします。 

国土交通省関東地方整備局 

渡良瀬川河川事務所 

〒３２６－０８２２  

栃木県足利市田中町６６１－３ 

ＴＥＬ：０２８４（７３）５５５1 
ＦＡＸ：０２８４（７３）８５０４ 

【案内図及び連絡先】 

０２８４（７３）５５５１
０２８４（７３）５５５２
０２８４（７３）５５５３
０２８４（７３）５５５４
０２８４（７３）５５５８
０２８４（７３）５５５９
０２８４（７３）５５５７
０２８３（２１）６８１０
０２７７（４４）３７２４
０２８４（７１）２２０２
０２７７（７２）１６６４
０２８８（９３）２１５１

足 利 出 張 所
大間々砂防出張所
足 尾 砂 防 出 張 所

調 査 課
砂 防 調 査 課
管 理 課

総 務 課
経 理 課
用 地 課
工 務 課

佐 野 河 川 出 張 所
桐 生 出 張 所

４ 

渡良瀬川河川事務所 

（担当：管理課） 

渡良瀬川の取水制限を解除しました 

 ５月中旬以降の降雨が少なかったために、渡良瀬川では４年連続の取水制限となりました。 
６月２９日から１０％、７月２７日から２０％の取水制限を実施、その後の降雨により草木ダム
の貯水量が回復し、渡良瀬川の流況も改善したことから、７月３０日に一時緩和、農業用水等の
需要も踏まえ、８月２１日に取水制限を解除しました。 
 現在（９月４日０時）、草木ダムの貯水率は約９９％でほぼ満水ではありますが、「水は限り
ある資源」ですので、引き続き節水にご協力をお願いいたします。 

本格的な台風シーズンの到来 

 今年も台風や集中豪雨などにより全国各地で大きな災害が発生しています。これから本格的な
台風シーズンを迎えますが、近年はゲリラ豪雨と呼ばれる予測が困難な、突発的で局地的な豪雨
によって、狭い地域でも大きな被害をもたらす傾向にあります。洪水に備え、迅速な避難準備・
的確な避難行動につなげるためにも、日頃から気象や降雨、河川水位に関する情報の入手方法を
確認しておくことが重要です。 
 当事務所のホームページや国土交通省の「川の防災情報」からリアルタイム情報を入手できま
すので、ぜひご活用下さい。 

貯水率：約９９％ 

草木ダムの様子（８月３１日） 

●渡良瀬川河川事務所ＨＰ     ：http://www.ktr.mlit.go.jp/watarase/ 
●川の防災情報（インターネット版）：http://www.river.go.jp 
●川の防災情報（スマホ版）    ：http://i.river.go.jp 

携帯電話からのＱＲコード 
（担当：調査課） 

 草木ダムの様子：７月２７日 

貯水率：約６９% 

 ９月４日 

http://www.ktr.mlit.go.jp/watarase/
http://www.river.go.jp/
http://i.river.go.jp/

